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研究成果の概要（和文）：本研究は、多様なふるまいを示す日本語動詞の基本形「スル」を、真偽の定まらない
多値論理的な文脈に据えることにより、「スル」の意味特性を捉えることができるとの観点から、従属節事象先
行型解釈(スル<シタ）や、ガ-デンパス効果の低下機能などの現象の背後にあるメカニズムと「スル」の関係を
分析することにより、「スル」の意味特性が特定の時間に束縛されない時間的unboundednessにあることを明ら
かにした。

研究成果の概要（英文）：This study compares the simple present form (known as the ru form) with the 
inflected form (ta form) in Japanese, based on their semantic characteristics. Japanese activity 
verbs ending in ru are ambiguous with respect to being read as future or habitual in the matrix 
clauses and past in the subordinate clauses. We investigate the question of how such an 
ambiguity/multiple readings can arise for verbs ending in ru. We pursue this question by assuming 
that ru plays a role to make a sentence in which ru appears denote propositional concept and show 
that verbs ending in ru express state of affirs temporally unbounded to some specific time in the 
actual world, that is generic tense’in the sense of Dahl(1975).
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１．研究開始当初の背景 
時制を言語的に構築して行く上で、事象

を｢シタ形事象＜スル形事象｣の順に線的に
配列することは重要な方略である。従属節
の時制も、主節時を基準に、事象を｢シタ形
事象＜スル形事象｣の順に配列する点で同
じ方略に従っている。Kaplan(1977)が、現
行の文脈とは別の文脈に基づいて指示対象
を指定する要素を<モンスタ－>と呼んで
排除したように、一定のパ－スペクテｲブを
保持することは、文理解に極めて有用な方
略である。しかし、一人の話者が一つの出
来事について述べる文の途中でパ－スペク
テｲブがシフトし、複数のパ－スペクテｲブ
が混在するという現象を考えるためには、
それだけでは不十分である。文の中で異な
るパ－スペクテｲブが交叉する現象には、
logophoric pronounや混合話法がよく知ら
れており、その分布条件や分析方法が従来
より提案されてきた。しかし他方で、同時
に積み重ねられた異次元のパ－スペクテｲ
ブの集合(｢重層的パ－スペクテｲブ｣と呼
ぶ)が関係する以下のような現象に対して
は十分な分析はなされてこなかった。重層
的パ－スペクテｲブが関わる現象には、複数
の世界を設定する｢WH でも/どんな N で
も｣のような自由選択項目、直接引用符では
ない機能をもつ｢語用論的括弧｣、｢太郎は昨
日食べ過ぎるから、お腹をこわしたんだ｣
のカラ節で、過去を表し、カラ節が表す話
者のパ－スペクテｲブ(｢食べ過ぎだ｣)とは
異なる主語･太郎のパ－スペクテｲブ(｢食べ
過ぎてはいない｣)を伴立する｢スル｣等があ
る。これらの現象を分析するためには、記
述通りの意味を捉える外延的分析ではなく、
内包的な意味の記述と分析が可能な理論と
方法論が必要になる。しかし実際には、そ
の不足が、時制解釈のみならず多様な意味
用法を持つ｢スル｣の普遍的な意味特性に関
する理論的研究を遅らせてきた要因である。
これに対して、研究代表者は、｢スル｣が異
なるパ－スペクトでは異なる真理値を取る
多値論的な命題(厳密には｢命題概念｣)を表
示するという文脈に据えて、時制や｢スル｣
の意味特性を研究することが重要であると
の立場から、パ－スペクテｲブが異なれば命
題への評価も異なるという多値論的・重層的
なパ－スペクテｲブの組織化と｢スル｣の意味
の成り立ちの連関の問題に注目してきた。同
様の関心は、異なる世界で異なる値を取る
｢命題概念｣に注目して文脈と言語形式の関
係を捉え直そうとする Stalnaker(1999)や自
由選択項目に関する Alonso ら(2010)の研究
でも窺うことができる。これらの研究は当該
命題の評価文脈としてのパ－スペクトの集
合に注目し、その全体を俯瞰し記述すること
を可能にする分析方法の探求に重大な関心
を寄せる点で、本研究計画と深い関連を持っ
ており、研究代表者は、重層的パ－スペクテ
ｲブの形成と｢スル｣の問題を統一的視座のも

とで研究するという着想が現実的で生産的
な研究プランであると考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、従来の研究に欠落していた重層

的パ－スペクテｲブという枠組みに｢スル｣の
意味生成プロセスを埋め込むことにより、非
定常的な「スル」の意味の推移・生成の実態
を具体的に把握し記述するとともに、それを
可能にする理論と方法論の開発に大きく貢
献することを目的としたものである。具体的
には、以下の 4 点を目的とした。 
(1)パ－スペクテｲブの所在、および、伴立さ
れるパ－スペクテｲブの実態に注目しつつ、
重層的パ－スペクテｲブの組織化の実態を
究明する。 

(2) カラ節主語と主節主語あるいは発話主体
やカラ節の元発話者が同一指示の場合、重
層的パ－スペクテｲブが成立しない可能性
がある。このような場合における(過去を表
す)「スル」の認可条件を明らかにする。 

(3)未来時制や属性表示、ガ－デンパス効果の
中和など多様な用法を持つ｢スル｣の論理
特性は何か、そして、それと重層的パ－ス
ペクテｲブはどのように関係しているのか、
また、そこから｢スル｣の分布条件はどのよ
うに説明されるのか、を究明する。 

(4)(1)-(3)の研究結果に基づいて、重層的パ－
スペクテｲブと｢スル｣に関する包括的意味
論を構築する。 

 
３．研究の方法 
 本研究の目的を遂行するために、設備備品
費で請求したデータベース検索編集装置を
用いて、多様な一次資料を収集し、そこから
該当する事例を検索・集積して、分析対象と
なるデータを整理し、データベース化を図っ
た。それとともに、意味論的観点から、パ－
スペクテｲブの在り処、および、伴立される
パ－スペクテｲブの認知主体が、当該文の統
語構造や文脈上のパラミター（発話主体、時
間、パ－スペクテｲブ）の何とどう関係して
いるのかについて、その実態を記述し、重層
的パ－スペクテｲブがどのように組織化され、
｢スル｣の多値論的な意味が生成されるのか、
その実態を明らかにした。また、｢スル｣が多
値論的な意味を有することの傍証として、
｢スル｣を主動詞とするガーデンパス文で、ガ
ーデンパス効果が低下する現象をとりあげ
た。これらの研究の過程で明らかになった記
述上・理論上の問題点を随時把握して、分析
方法を点検した。そうして得られた成果は、
内外の学会やワ－クショップで発表・討議し
て精度を向上させ、最終的な研究成果をまと
めたものを学術振興会の出版助成を得て図
書として上梓した。 
 
４．研究成果 
 主要な成果を列挙する。 
(1)｢スル｣は、動作動詞の場合、主文では未



来時制、カラ/ノデ節で過去時制を表し、
状態動詞の場合には普遍的属性を表す等、
多様な意味用法を持つ。これらの多様な用
法に通底する｢スル｣の特性として、当該文
を、｢命題｣ではなく、異なるパ－スペクト
では異なる真理値を取る｢命題概念｣にシ
フトするパースペクテｲブ・シフターの特
性が指摘できる。(cf. 図書１) 

(2)異なるパースペクテｲブを導入する点に
おいて、｢スル｣と類似の機能を持つ括弧―
「語用論的括弧｣―の存在を新たに示した。
カラ/ノデ節で過去時制を表す「スル」や
｢語用論的括弧｣の使用は、当該文脈で排除
されている話者の主観を新たに挿入し、所
謂 De Re の解釈を作り出すための日本語固
有の方略である。(cf. 図書１) 

(3)｢スル｣を主動詞とする場合、ガーデンパ
ス効果が中和され、低下する。この現象の
背後に｢スル｣の真偽を固定しない多値論
理的特性が本質的に関係している。このこ
とは、(1)の傍証となる。(cf. 論文 4,8) 

(4)命題を命題概念にシフトする機能と、過
去・現在・未来に亘る時制表示との連関を
よりよく説明する「スル」の特性として、
｢スル｣が時間的 unboundedness を特徴と
する generic tense (Dahl, 1975)の表示に
特化した形式であることがあげられる。(cf.
論文 6,7) 
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